
附
則
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
電
波
利
用
料
の
特
例
）
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第
百
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
十
二

電
波
の
能
率
的
な
利
用

を
確
保
し
、
又
は
電
波
の
人
体
等
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
周
波
数
の
使
用
又
は
人
体
等
の
防
護
に

関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
の
た
め
の
活
動
に
対
す
る
必
要
な
援
助
」
と
あ
る
の
は
、

利
用
を
確
保
し
、
又
は
電
波
の
人
体
等
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
周
波
数
の
使
用
又
は
人
体
等
の
防

ン
放
送
（
人
工
衛
星
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
信
す
る
こ
と
の
で

送
（
音
声
そ
の
他
の
音
響
の
み
を
送
信
す
る
も
の
に
限
る
。）を
直
接
受
信
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
必

然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
地
上
基
幹
放
送
又
は
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ

護
に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
の
た
め
の
活
動
に
対
す
る
必
要
な
援
助

き
る
受
信
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
（
デ
ジ
タ
ル
信
号
に
よ
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
の
う
ち
、
静
止
し
、
又
は
移

要
最
小
の
空
中
線
電
力
に
よ
る
当
該
地
上
基
幹
放
送
の
受
信
を
可
能
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
中
継
局
そ
の
他
の

る
電
気
通
信
設
備
の
損
壊
又
は
故
障
に
よ
り
当
該
業
務
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
わ

動
す
る
事
物
の
瞬
間
的
影
像
及
び
こ
れ
に
伴
う
音
声
そ
の
他
の
音
響
を
送
る
放
送
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
地

設
備
（
当
該
設
備
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
並
び
に
当
該
設
備
及
び
当
該
附
属

れ
る
当
該
電
気
通
信
設
備
（
当
該
電
気
通
信
設
備
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
並

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」
と
い
う
。）を
受
信
す
る
こ
と
の
で
き
る
受
信
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
を
除
く
。）の
う
ち
、

設
備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
含
む
。）の
整
備
の
た
め
の
補
助
金
の
交
付

び
に
当
該
電
気
通
信
設
備
及
び
当
該
附
属
設
備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
含
む
。）の
整
備
（
放
送
法

「
十
二

電
波
の
能
率
的
な

十
二
の
二

テ
レ
ビ
ジ
ョ

十
二
の
三

地
上
基
幹
放

十
二
の
四

大
規
模
な
自
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平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
百
三
条
の

二
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
十
二
の
四

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も
、
地
上
基
幹
放
送
又
は
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
損
壊
又
は
故

障
に
よ
り
当
該
業
務
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
当
該
電
気
通
信
設
備
（
当
該

電
気
通
信
設
備
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
並
び
に
当
該
電
気
通
信
設
備
及
び
当

該
附
属
設
備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
含
む
。）の
整
備
（
放
送
法
第
百
十
一
条
第
一
項
の
総
務
省
令

で
定
め
る
技
術
基
準
又
は
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に

行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
た
め
の
補
助
金
の
交
付
」
と
あ
る
の
は
、「
十
二
の
四

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生

十
二
の
五

電
波
法
及
び
電
気
通
信
事
業

イ

基
準
日
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る

ロ

基
準
日
の
翌
日
以
後
に
イ
に
掲
げ

し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
地
上
基
幹
放
送
又
は
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

衛
星
基
幹
放
送
で
あ
つ
て
、
基
準
日
の
翌
日
以
後
引
き
続
き
行
わ
れ
る
も
の
（
実
験
等
無
線
局
を
用
い
て
行
わ
れ

る
衛
星
基
幹
放
送
と
同
時
に
行
わ
れ
る
衛
星
基
幹
放
送
で
あ
つ
て
、
イ
に
掲
げ
る
衛
星
基
幹
放
送
に
使
用
さ
れ
る

備
の
損
壊
又
は
故
障
に
よ
り
当
該
業
務
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
当
該
電
気

の
日
の
前
日
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。）に
お
い
て
設
置
さ
れ
て
い
る
イ
に
掲
げ
る
衛
星
基

る
も
の
を
除
く
。）

電
波
と
周
波
数
が
同
一
で
、
か
つ
、
電
界
の
回
転
の
方
向
が
反
対
で
あ
る
電
波
を
使
用
し
て
行
わ
れ
る
も
の

通
信
設
備
（
当
該
電
気
通
信
設
備
と
一
体
と
し
て
設
置
さ
れ
る
総
務
省
令
で
定
め
る
附
属
設
備
並
び
に
当
該
電
気

幹
放
送
（
放
送
法
第
二
条
第
十
三
号
の
衛
星
基
幹
放
送
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
受
信
を
目
的

通
信
設
備
及
び
当
該
附
属
設
備
を
設
置
す
る
た
め
に
必
要
な
工
作
物
を
含
む
。）の
整
備
（
放
送
法
第
百
十
一
条
第

と
す
る
受
信
設
備
（
基
準
日
に
お
い
て
第
三
章
に
定
め
る
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
も
の
を
除
き
、
増
幅
器

一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
基
準
又
は
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
基
準
に
適

及
び
配
線
並
び
に
分
配
器
、
接
続
子
そ
の
他
の
配
線
の
た
め
に
必
要
な
器
具
に
限
る
。）で
あ
つ
て
、
ロ
に
掲
げ
る

合
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
た
め
の
補
助
金
の
交
付

衛
星
基
幹
放
送
の
電
波
を
受
け
る
た
め
の
空
中
線
を
接
続
し
た
場
合
に
当
該
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な

る
も
の
に
つ
い
て
、
当
該
技
術
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
改
修
の
た
め
の
補
助
金
の
交
付
そ
の
他
の

必
要
な
援
助

」
と
す
る
。

経
済
的
困
難
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
が
困
難
な
者
に
対
し
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

第
百
十
一
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
技
術
基
準
又
は
同
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る

受
信
に
必
要
な
設
備
の
整
備
の
た
め
に
行
う
補
助
金
の
交
付
そ
の
他
の
援
助

技
術
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。）の
た
め
の
補
助
金
の
交
付
」
と
す
る
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

六

電
波
の
伝
わ
り
方
に
つ
い
て
、
観
測
を
行
い
、
予
報
及
び
異
常
に
関
す
る
警
報
を
送
信
し
、
並
び
に
そ
の
他

の
通
報
を
す
る
事
務
並
び
に
当
該
事
務
に
関
連
し
て
必
要
な
技
術
の
調
査
、
研
究
及
び
開
発
を
行
う
事
務

第
百
三
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
四
百
二
十
円
（
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
無
線
局
」
を
「
三
百
七
十

円
（
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広
域
開
設
無
線
局
」
に
、「
百
四
十
円
」
を
「
百
七
十
円
」
に
、「
四
百
五
十
円
」
を

「
四
百
円
」
に
、「
別
表
第
八
」
を
「
別
表
第
九
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
第
一
号

包
括
免
許
人
」
を
「
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
第
一
号
包
括
免
許
人
（
広
域
開
設
無
線
局
の
免
許
人
で
あ
る
も
の

に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
に
、「
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
も
の
」
を
「
広
域
使
用
電
波
を
使
用
す
る
広

域
開
設
無
線
局
で
あ
る
も
の
」
に
、「
百
四
十
円
（
」
を
「
百
七
十
円
（
」
に
、「
、
百
四
十
円
」
を
「
、
百
七
十
円
」

に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
百
四
十
円
」
を
「
百
七
十
円
」
に
、「
広
域
専
用
電
波
」
を
「
広
域
使
用
電
波
」
に
改

め
、
同
条
第
八
項
中
「
広
域
専
用
電
波
」
を
「
広
域
使
用
電
波
」
に
、「
百
四
十
円
」
を
「
百
七
十
円
」
に
改
め
、
同

条
第
十
項
中
「
百
四
十
円
」
を
「
百
七
十
円
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
五
を
第
百
三
条
の
六
と
し
、
第
百
三
条
の
四
を
第
百
三
条
の
五
と
し
、
第
百
三
条
の
三
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
基
地
局
開
設
料
の
使
途
）

第
百
三
条
の
四

政
府
は
、
特
定
基
地
局
開
設
料
の
収
入
見
込
額
に
相
当
す
る
金
額
を
、
電
波
を
使
用
す
る
高
度
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
、
当
該
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
流
通
す
る
多
様
か
つ
大
量
の
情
報
の
活
用
に
よ
る
高
い
付
加
価
値
の
創
出
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
及

び
当
該
付
加
価
値
が
社
会
の
諸
課
題
の
解
決
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
実
施
に
要

す
る
経
費
（
電
波
利
用
共
益
費
用
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
充
て
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
金
額
の
算
出
は
、
各
年
度
に
お
い
て
、
そ
の
年
度
の
予
算
金
額
に
よ
る
も

の
と
す
る
。
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